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研究成果の概要（和文）： 
(1) 日中韓三国を念頭に，国際的寡占市場での企業の研究開発（R＆D）投資・直接投資・輸出

戦略及び政府の産業政策に関する理論的考察を行い，新たな知見を得た．(2) 中国の知的財産

市場における日本企業の特許出願戦略及び先進国から開発途上国への技術拡散が後者の産業競

争力に与えた効果を考察した．中国における現地企業と外資系企業のイノベーション活動と技

術者の人材管理を比較し，その活動の特徴，R&D 活動を担う技術者に対する能力開発活動と人

事管理の実態を調査し,新たなファクト・ファインディングを得た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
(1) We have theoretically considered the R&D investment, foreign direct investment and 

export strategies of firms in an international, oligopolistic market and industrial 

policy of governments and found several new results. (2) Focusing on patents, we have 

considered patent application strategy of Japanese firms in the Chinese intellectual 

property right market and how technology diffusion from advanced countries and so on to 

developing countries such developing countries such and so on does influence industry 

advance (competitiveness) of the latter.  We have investigated the characteristics of 

innovation activities in local firms in China and the ability development activities and 

personnel management for technical experts in charge of R&D activities. Then some 

fact-findings were obtained. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 北東アジアの一角を占める日中韓三国

の経済発展及び産業競争力は 1990 年代の初

期段階ではそれぞれ異なる発展段階にあっ

たが，三国間の産業競争力（技術水準）の格

差はこの 15 年間に急速に狭まった．三ヵ国

の企業・産業は世界市場では相互に競争・補

完関係にあると同時に，貿易・直接投資及び

生産面では緊密な結びつきを更に強めてき

ている．例えば，海外直接投資では中国が主

に日本と韓国からの投資の受入れを行ない，

そしてそれぞれの経済的特性を活かし最終

財と中間財の取引が３国間で急速に増大し

ている． 

 先端産業を中心に海外市場において企業

間競争が激化する日中韓三国の企業はそれ

ぞれ競争優位性を確立するために，生産販売

面でのイノベーション（技術革新）・研究開

発（R＆D）活動及びビジネスモデルの開発を

活発に行なっている．イノベーション・R＆D

活動とその成果は当該企業の製品開発・改良

及び製造販売コストの削減を可能にし，自ら

の競争優位性を向上させる．他方，この戦略

的行動と市場を介さない非金銭的スピルオ

ーバーによってライバル企業及び他企業の

生産販売活動に大きな影響をもたらす．この

スピルオーバーの存在がイノベーション実

施企業の生産・R&D 戦略や政府の産業政策・

貿易政策にも強い影響を与えることなる．加

えて，企業の知的財産戦略で重要な位置を占

める特許を介した製造方法・製品開発に関す

る技術移転が存在し，この移転効果は現状で

は到底無視し得ない大きさとなっている． 

 Keller の論文 (JEL, 2004)によれば，国家 

間及び地域間の技術・販売・経営管理情報に

関するスピルオーバーの最も重要な２つの

経路は海外直接投資と国際貿易である．更に，

特許情報を通じたイノベーションや R&Dに関

するスピルオーバーも無視することはでき

ない． 

 

２．研究の目的 

(1) 日中韓３カ国を念頭に置き，研究開発（R

＆D），R＆Dスピルオーバー，海外直接投資，

国際的技術移転，技術者育成・管理等が産業

の生産性（競争力），企業の生産・輸出・R＆

D投資戦略やイノベーション活動に与える影

響を理論的かつ実証的に考察する. (2) 特許

申請や特許引用数（技術拡散）が中国・韓国

等の産業生産性に与える効果を計量的に考

察する．加えて，対中進出企業・産業等の経

営管理と現地技術者の人事管理と生産性に

関する考察を行なう． 

 

３．研究の方法 

当該研究を遂行するに当り次のような研究

方法を用いた．文献研究，特許等のデータ，

更には企業調査を組み合せて考察を進めた．



 

 

特に，春名及び神事は数理的モデルを用いた

企業行動の理論分析，張は各種データを統計

的手法を用い計量経済学的実証分析，そして

馬は調査対象となる企業への聴き取り（ヒア

リング）調査及びアンケート調査等を用いた

実態分析である．そして研究目的に応じてモ

デル分析と計量的実証分析を組み合せた． 

 

４．研究成果 

(1) まず，日中韓の産業別の労働生産性（競

争力）の時系列変化と比較を行なった．この

ような相違がどのように形成されたのかを

明らかにした．主要国の GDP 成長率への全要

素生産性（イノベーション活動）の寄与率や

研究費の対 GDP比と全要素生産性の関係を明

らかにした．先進国企業同士または開発途上

国企業同士の国際的寡占市場で競争を展開

することを念頭に置き，寡占企業はそれぞれ

費用削減型研究開発（R＆D）投資を行うが，

この投資について R＆D スピルオーバーが発

生する．そして両国政府は自国の厚生を最大

化するように，貿易戦略（輸出補助金または

輸出税）を用いる．つまり国際寡占企業の３

段階のゲームモデルを用いて，両国企業の生

産・輸出量の選択行動や両政府の最適貿易戦

略を考察した．そして新たな研究成果が得ら

れた．これらに加えて，今回の研究課題の基

礎的考察を助けるために，複占モデルに研究

開発（R＆D），R＆D スピルオーバー，そして

R＆Dに関する推測的変動を導入して，企業の

研究開発投資と数量選択行動を理論的に解

明した．従来の分析方法よりもより一般的な

分析が可能となるモデルを提示した． 

(2) 日中韓を念頭においた３国間の寡占市

場における企業間の研究開発競争と政府の政

策に関する理論分析を行い，既存研究におけ

る２国間の競争とは異なる結果が得られるこ

とを明らかにした．また，外国直接投資を通

じた技術スピルオーバーの程度が投資受入国

の知的財産権保護政策と関連する場合に，輸

出と直接投資に関する企業側の選択と，それ

を考慮した政府の政策に関して分析を行い，

それぞれの特徴を明らかにした．さらに，外

国企業を含めて，機械産業等のハイテク産業

における参入規制の問題を理論的に分析し，

実際に参入規制を行うことで経済厚生を改善

できる場合があることを明らかにした．また

国際間の技術スピルオーバーに関して前年度

に行った予備的分析を踏まえて，特許引用デ

ータによって捉えることができるR&Dスピル

オーバーと貿易パターンの関係を検証するた

めの理論分析を行った．そして貿易パターン

（水平・垂直的産業内）によってR&Dスピルオ

ーバーの方向や程度が異なるという理論的予

測が得られた. 

(3) 近年，日本企業の中国における特許出願

は急速に伸びている．本研究は日本企業のこ

うした行動に焦点を当てその背後にある要

因を実証的見地から探ることにその目的が

ある．中国に進出する日本企業の企業レベル

のデータに基づく実証的分析結果によると，

日本企業の中国子会社の設立，子会社の規模

（資本金）や日本側の出資比率は中国特許へ

の特許出願に優位な影響を与えている．その

一方で，2000 年の中国 WTO 加盟を契機に，中

国における知的財産保護に関する法整備は

急速に進んでいる．こうした背景の中からで

単なる知的財産保護のみならず，ライセンス

収入の確保などの中国の知的財産市場に進

出しようという日本企業の特許出願戦略の

変化を見てとることができ特許引用数を用

いて国際的な技術拡散を検討した．技術の拡



 

 

散と貿易の間の関係を分析するために，先進

国である米国，日本そして G7 諸国と先進国

以外の韓国，台湾，中国そしてインドを取り

上げ技術の拡散の大きさを実証的に分析し

た．先進国技術の拡散が開発途上国の経済発

展に大きく寄与したことを明らかにした．さ

らに，個別の国の技術発展がどの国の技術の

影響を受けているのかを実証的に分析した． 

(4) 中国企業と中国国内における外資系企

業との競争では，後者の方が優れた品質と技

術力と高い生産性を有しているために，中国

企業は同じ土俵では競争上不利とならざる

を得ない．そこで，競争を勝ち残るために，

中国企業は外国の技術の習得と模倣・イノベ

ーション活動や外国企業の技術者の積極的

採用を行なっている，以上の問題意識を踏ま

え，中国における中国の現地企業と外資系企

業のイノベーション活動と技術者の人材管

理について比較しながら，現在中国企業にお

けるイノベーション活動にどのような特徴

があるか，そして企業は研究開発活動を担う

技術者に対してどのように能力開発を行っ

ており，どのような人材管理を行っているか

を明らかにしようとすることである． 

そのために，中国の自動車企業に対して実施

したヒアリング調査とアンケート調査の結

果をまとめ，主に次の結論を得た．第１に，

中国企業のイノベーション活動は，全体的に

製品の生産技術を改善し，生産効率を上げた

り，製品の品質を高めたりする活動に集中し

ている．第２に，イノベーション活動を担う

人材は主に企業内部で育成することは全体

的な特徴であるが，コアの技術人材の外部か

らの採用も積極的である．またイノベーショ

ン活動のプロセスよりイノベーション活動

の結果を重視している．第３に，全体的にイ

ノベーション能力は導入された技術を消化

することができるようなレベルに達してい

るが，自社の知的所有権を主としている製品

を開発することのできるレベルに達してい

る企業は少ない．第４に，中国企業では，技

術職の従業員をできるだけ研究開発に配置

することにしている．そして技術開発の仕事

も研究開発部門に集中しており，技術者の技

能範囲は非常に狭いのではないかと考えら

れる． 
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